
対象者9名　　浜の町 実施時期：令和　4年10月

チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ 改善目標、工夫している点など

環
境
・
体
制
整
備

1 戸外遊びや活動内容等に分かれて、活動
スペースを確保している。

2
児童10：指導員2の配置に対し、加配2名を
追加し、人員配置を組んでいる。

3

・机や遊具など移動して広いフロアを確保
できるようにしている。
・足置きや腰掛などを活用している。
・建物の構造上難しいものを除くと概ね適切
である。

業
務
改
善

4
会議や朝礼などで活動目標を確認したり、
振り返りを行っている。
業務で改善すべき点は共有している。

5
ホームページで閲覧できるようにし、保護者
から頂いたご意見は、職員で話し合い業務
改善につなげている。



業
務
改
善

6 公開している。

7 他事業所の方にもお越し頂きご意見をお聞
きする機会を設けたい。

8
研修の情報を常に掲示し、ZOOMなどを活用
し、月1回以上、積極的に研修を行う機会を
いただいている。

適
切
な
支
援
の
提
供

9

定期的にニーズや課題を分析し、アセスメ
ントやモニタリング後に児発管が計画書
（案）を作成し他職員と会議を行い適切に作
成している。

10
語彙量(力）や認知機能力、学習理解度を
把握するためのアセスメントツールを使用し
ている。

11
イベントの時など役割分担して準備を行っ
ている。
必ずチームで行っている。



適
切
な
支
援
の
提
供

12

・児童の意見を取り入れながら、季節のイ
ベントや制作など可能な限り個別対応をし
ている。
・児童の特性に合わせて体を使ったり、
ゲームを通して学習したりと、様々な形式
の中で活動プログラムを考えている。

13

平日は、学校で頑張ってきた子どもたちの
ケアを心掛け、休日や長期休みは、様々な
経験を通して五感をフル活用できるようにし
ている。

14

・「やってみよう」や「運動遊び表」を通して
達成感を味わえるよう個別活動を行ない、
コミュニケーションの面で集団活動を取り入
れている
児童の特性を考慮し計画を作成している。
・情緒面や体調を考慮し適切に組み合わせ
ている。

15
毎朝欠かさず職員全員で確認している。
また朝礼時以外でも確認できるよう職員間
で声掛けやメモの活用を行っている。

16

終礼以外でも確認できるようにメモを活用し
ている。また問題があった時には、直接、担
当職員に伝えるように心がけている。
翌日ミーティングで行うこともある。

17

業務日誌や支援報告書の書き方を見直し
研修を行い、マニュアルを参考に記録を
とっている。
支援内容の改善等も都度話し合っている。



18

モニタリングはその都度利用者一人一人適
切に行われている。
毎月、担当職員を中心としてモニタリング会
議を行い、定期的に支援計画の見直しを
行っている。

19 偏りがないように様々に組み合わせている。

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

20
必ず詳しく知っている担当者が出席するす
るようにしている。
主に児発管が参画している。

21

保護者を通して行うことが多い。
お迎え時、学校で話すこともある。
変更事項の確認は複数の職員で行なう。

22
現在、該当児童なし。
医療提携を結んでいる医師と連絡が取れ
るようにしている。

23 保護者や相談し援助を通して未就学児の
情報収集をしている。



関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

24 現在まで、該当児童なし。
今後あり得る時には対応したい。

25 助言を頂き研修にも参加している。

26 公園等で遊ぶ時に交流がある。

27 コロナ禍のためZOOMで参加している。

28 送迎時やLINEでお伝えしている。
保護者との連携は密に行っている。

29

個別面談時のアドバイスなどを行なってい
る。
ペアトレは必要に応じ、これから実施してい
けるよう準備を整えたい。



保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等

30 契約時に理解を得られるよう説明を行って
いる。

31

悩み事など傾聴し、専門的立場から助言も
行うが、保護者の負担になっていないか考
えることもある。
保護者から相談しやすい雰囲気作りに努め
ている。

32 現時点では要望がないため行っていない。

33
職員間で情報を共有し改善に努めている
苦情やトラブルが発生したときには迅速に
児発管が赴き適切な対応を取っている

34

インスタグラムやLINEでの発信を行なって
いる。
長期休み前は、文書配布や一斉LINEをし
ている。

35

・机上整理や鍵付きの棚の活用
・個人情報が記載してある書類の破棄に関
してはシュッレッダーにかける等行ってい
る。



36 わかりやすい言葉にしたり、写真等を用い
るなどの配慮をしている。

37 コロナ禍のため行えていない。

非
常
時
等
の
対
応

38 その都度時代に応じ新しく作り直している。
現在見直し再検討中。

39 4回/年に行っている。
市の防災体験ひろばも活用している。

40 2回/年に行っている。

41

利用者の安全確保のために行う場合があ
ることを計画書に記載している。
必ず記載するように保護者にも繰り返し確
認している。



非
常
時
等
の
対
応

42 クッキングの際は、該当アレルギーの食品
を使用しないようにしている。

43 日頃からアンテナを張り、事ある毎に作成
し、情報共有している。


